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＝ 斎藤伝書・殿内正芳・清水明良   

策1報，秋冬期における成楕について   

1．目  的  

都下における養鶏ほ環境衛生面からの制約や労力の不足より，必然的に平飼いの機械化  

による多頭羽飼育に移行せぎるを得ないと思われるが，自然環境下における単位面層当り   

－の適正な飼育密度については未知の点が多いので，産卵率その他に及ぼす影繹を知るため  

に本試験を実施した。  

2．試 験 方法  

仙 期  間  

昭和41年10月1月よt）42年5月末日までのdケ月間   

（2）供 試 鞠  

ロードホーン悸雌1ム5羽，断咽せず  

分  （3）区  

5．5ガ当り収容羽数  1箋12．1Jの収容羽数   

対照区   1区  10   57   

試験区   2区   15   55  

5区   20   75   

（4）飼養管理   

飼料はCP17，TDNd8の市蠣飼料を1日5回不断摂取ができるように給与した。緑   

餌は1E‡1羽当り25クを給与し．カキ殻．水等も不断給与tた。その他「腹背理は慣行   

に従って行なった。  

区別器具設置数  
トラップネスト   謂 眺  

●   給水器   カキ穀入  止 り 木   

1区   12   ■ 山地  85C璃 2本   1個   520元 2本   

区   22   〝  5木 〝  1ケ   〝  2   1個   〝  5本   

5区   2占   〝   5本  〝   5ケ   ′′  5太  5宥‾  2僻  
1占OC潤2本   

備考   5羽当り1個  1羽当り11（勤  
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l引 鶏舎の構造  

試執こ使用した鶏舎は南向きの建物で，門口4．54m暴行5d．4mの平飼い鶏舎で10   

鶏書からなり．北側は通路となっている。その中央部の5鶏茎を使用した。室の止切り   

は板壁で天井があり，墓の南，北側は大部分が金網張りで通路の北側壁は，板乳硝子   

戸，はねあげ戸になっている。  

鶏 舎 平 面 図  

ホ  

＿．5d．4m  

イ 給 餌・器  ニ 糞受け下のトラップ木‘女ト  

ロ 円塔型給餌器  ホ 止 り 木  

ハ カキガヲ入  へ 給 水 蓋   

（引 調査項目   

A 産卵珊査  イ 産卵数及び産卵蚕食 －  

ロ 飼料摂取畏及び飼料要求率■‘   

B生活反応調査 イ 健康状腰  

口 行  動  

ハ 糞 便，   

C環境禍査  舎内外の温度  

－1D2－   



5・試験め結果と考察  

（11産卵成紡   

A 産卵状態  

トラメナ如トーとより個鱒正調善し・月舶集計した一成鱒は衷心～3ゆと別であ  

る。   

－185－   
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1日1羽当りの平均産卵数は11月から12月までと，2月は密度の酎噸にやゝ良く10  

月と1月は2区がやゝ低下し，1，5一室より悪かった。5月は2区5塀1区の順に良く，占ケ月  

間では1．2，5区の媚であったが，検定の結果有窓差は認められなかった0産卵の偏差の巾  

は1区2区5区の噴で1区が最も大きかった。   

産卵垂骨は占ケ月平均で各区共に約55ダで大差なく．1日l羽当り産卵桑頃は1区が2区  

5区より約1ダ多く，2区5区は同じようであった。   

産卵率はへンデーで1区が2区5区より約5％良く，2区5区はほゞ同じであった。へンハ  

クスでは1区とぅ区はほゞ同じで2区は約4％劣った。  

B 飼料摂取乳及び飼料要求率について   

飼料の摂取浄は月末に残餌邑を測定して算出した。その結果は表14ト伯）のとおりである○  

蓑（4）1日1羽当り飼料摂取囁㈲  

糾  41．10   12   2   5   平 均   
9ス1   111．7   「24．7   115．8   11占．4   122．7   114J5   

2   105．5   1175   114．2   110．9   150ム   155．6   117る   

5   1C94   122．2   126．5   1194   1522   155．2   125．7   

表（5） 飼料要求率  

41．10   12   2   ●5   平 申   

セ．859   2．9q5   5．225   2．979   2．£55   2．772   2月9る   

2   5．521   2，999   2．910   5．210   5，018   2．850   5．0る0   

5   5．575   5．4占1   5．549   5．〇98   5．189   2．891   う．22る  

飼料の摂取怪は密度の高い順に多くなっているが，これは給餌面椿の増加特に門間不断給餌  

器の取扱いにやゝ閑難があったことが影響しているように思われる。以上秋から冬にわた・った  

占ケ月間の覇業では，この程度の密度差では大差がなく，従って5．5フォ当り2e羽の収零は可  

能と思われる。  

2 生活反応孟酎変  

生活反応調査として健康状懐，行動．糞便の状解について細菜した。その結果は表㈲～  

（11）のとおりである。  
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A 健康状態  

1乱亡句よ■’り∴如才⊥恕∴痛快如；ニ1二転七2鳳2融とケ軌、5区■土5身オ発生した  

如′ォJイル亘抜放∴1二2■％－あ奴㌻水塾頭蘭痩≒たよも順の佃が■2片｛ご入っこ七死  

亡したが，他は1月中旬には治癒し捏延iまじ叛か：ら二長三∴  

釆（61生存率及び残存率．  

項目・．  年  開始羽敬  lO月  リ   ・rl2  瓜   5   
るケ月   

57   5る   5卓∴  ろる1・、，；  ∴56＝   54．  四  
月末  

羽数  
2   55   55   50 ，  甲  曹   4占、  ・4卓．  

5   ≡∴7声二   75   70ご・・二  7町  綿  る7こ  隼  

994   98月   98．0   9ス8   9d．7   95．9   95・9  

生存  
2  95．8   9由・1，  5   92ム・  如．9：   90．1ま  ＝；90．1  

二   
5  1．0   9亘7  ．98ミ4・   ケね  ∃9d．5．．  ご955ノ   ■ウ5．5   

5・   ウ・中  如声  975，  ㌔91ニ9  咋9－  ・，91・9  
残存：  2  ラd。4  90「亘  ・∴9中一   伍持  ≡‖由二d′  ∴申・畠   占 
率極l   

5  】100．0   95．9   95・9！95・2  91．8   90．4   90．4 

衷けト死亡．泡状，鶏め病類別調教  

区病名  競 合  ；リ  吋訂  鹿行  ■線∴靡l  痛、・嵐  麻．政  卑っゝき   計   
口   0   ≡三D，：  口   ；車  瓜   皿   ：0  5   

2  ±－’   0  ・0  0  2   2   ・2…   

＝5．  ∫≡D ■・ 2  2  ■1  二8■・：‘  ∴7  

さ ・ 計   音・   ロ  2   4  ト  3 ‘   2・   19∴   

死亡鶏羽数lま1区は＝〕月1羽2鉦2羽め計5羽∴2廣は18月・2′羽1j■月・」5羽・1月2‘羽二2月  

2羽の計9羽，5尿は11月5羽1月2羽2月5月各1羽の計7羽で，病類別たみて密度の増  

加に伴なう特定の疾病との関連はなかった。生存率は1区5区はほど同じで2虜が約5・％悪く．  

残存率では1区5区2・区の唄で，この程度の密度増加で徳疾病と■の関漸まみられない。  

B 鶏の行動  

1日の午前8暗から午后4時までを1時間間隔で9回その時点における鶏の状況を調  

査し．また罵異類の利用状況を調査した。  

鶏の行動踊査は鼓合の状態や，グループの発生，密度増加に伴なう特定疾病の発生が  

－・・・⊥10る－   



あるとすれは，その前謳症状的な行動の発見が主眼であったが．充分なる観察揉困難  

であ？たq   

競合の状態は群の大小にか1わらず，つゝき鶏，らづかれ完餌亨存在し，何らかの原網  

モ病静とな■－た凧舶瑚牟負lチトて℃、くように卒うサ包咋たかr▲らの程度の群の大きさ  

では，増加に伴なこう特別の傾周は認められなかったd  

昼間の宥鱒羽数∴器奥野」用状況等は表（8）のとおりである∴  

！哀はト昼由の産あ，羽数．割合㈲  

遠垂弓   採  餌し・  トヲツプ入  休  息  遊  歩  飲 水  砂  浴  計 個体数   

′1  5白J  ≡2119   105 25．1   ・5・9‘   0  100   5占  

▲， 44．2‥  ■坤8  ‥．亘2   197．、   8之．  ；2β－  100  55  

5  55．8二′  ，24・1   11．1   25＿0   5＝   0．5  10（】   72  

C…トテップヰストの利用状況∴   

トラップネストニの位置と刺周状況を知るために44日間調査した。  

T187丁   
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1睾に一段西内に設乾した，トラップネストでは，中央より北寄りが繭寄りの約焙の利用度   

であった。また．一段西向と二段横東向に設置した場合は，二段槙の上段が欣も多く．次に下   

段，一段の北側，南側の順であり，最高と最低でlま約5倍の差があった云更に∴前章己設置の他  

に，一段南向トラップを設置した場合は，二段軋ヒ段，下段．「段軌北側と帯向はほゞ同じでi  

南側が最も悪く，最高と最低では約4倍の差があった。  

トラップネス＝も ワイヤートラップで一段の床面よりの高占7珊で，二嘩は1白8C乃であ  

り，照度の点でほ弼のうちは東軋南向が西向より明かるく，昼間ははとんど差がない状態で＝  

あって，利用軌こ差が出てくることは鶏の習性的なものと習慣的なことが原因ではないふと瓢  

われる。  

D 産卵時刻調査  

ネストの利用状態がちがうことは，好む場所に集中化されることになるので，これが産・  

産卵時刻に影拝するか調査した。  

表（lql 産 卵 時 刻  

区   
時刻  880一－   850～   

9ろ0～  1050－   1150－  158ロー   14〔）0・－   
850  95□   1030 1150  1500  ■■1400  1苧00   

計  

産卵数   るる  78   58   5d  24   19  5   2dd  

率   245  295   145   155  早口   72  19   1008   

2   

産卵数   95  101   ・84   汐  5d   2dノ  17   588  

44   100（〉   

5   

境卵数  155  11D   
率   245  刀0   205   154  85   ■ 8【】  55   1000   

計   産卵数   ●■   ，289   254   159   107   紗▼  ・・51   12〔汚  

率   24く；  240   194   115  89   74  42   100（〕′  

産卵率  羽   教  ネスト数  

78．2  5’4  12  

84．5  4‘  2  

85・5  l  

占d  2d  

82－5  14d  dロ   

ー1†0－   



二段按を設置した，2区5区は1区より午后の産卵がやゝ多くなってし†る。   

E 給水器及び止り木り利用状態  
＼  

給水器は各区ともに通路側に設周したが，ともに出入口に埠い琴り水乳が常に単く減  

少した。三木設置した，5区の出入□に惑い三木官の■器は，わずかに減少している程硬  

であった。  

止り木は中央より北側に多く．集まり117C爪間隔でち本設置した圭本の内壁に近い止  

り木は，ほとんど利用されていなかった，また，ニ殴積十ラグケの上が利用され，5区  

では南向の二本の止り木と西向三木の内二本の中央より北側に大多数が集ま？て休んで  

いた。   

以上，器具類の利用状態からみて，単にスぺ－スの問題のみでは充分なる設備とはいえない  

ようであり，つゝかれ鞠を保課し満足な産卵を望むためには，給餌器等は分散疫置をする必要  

があると思う。  

F 糞便の状啓  

発便の状態を三段階（普乱大きくやゝゆるいもの，型をく▼ずしたもの）笹区別し，  

これを赤外線水分酬定器により水分含敗を測定し，それに該当する糞便を礪ぺた結果は   

剥1）のようで・糞便の繁らかさ‘蛸魔の商い方がやゝ軟化の傾向があっ‘たふ二  

表（11）含水率別糞便の発生割合   

875   10．2  2．5   ：5日間  

含水率 区  7〔）％以下  70各以上  8’白％以上  飴煮一自数  個 数  口            †  

214．   

2   791   ／12云   83 i 〝 ．   221   

5   772   1こd・2・   ．d▲d   ′′   154   

5 環境調査   

飼育密度が環境温度湿度にギのように変化を及ぼし，康に鶏申健康状態や，鹿卿こ影  

響を及ぼすかを知るために，サミスター自記温湿度制定器を使用し，軋員を次図のよう  

に設置して測定したが・湿度は凍掛こよI順のごとく測定出来な†、のセ中止した。温度  

の測定結果は表【1訓罰のようセある。  
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番号  設置場所   

1．2．舎外5宅間の中央部より南へ5mの処  

5．5．7 入口，上部，天井より2ロC机下の処  
務号脈区1．2．引茎  

4．d．8 床上45C関ゎ処番号j頓に1．2＿5区  

910．11．止り木上5DC澗の処番号順に1，2．引茎   

12‘通緒の三宝中央部床上45（邦の処  

◎〉1．2   

月別温度摘査表   

記録された温度から1〔＝ヨ間の平均濃度を算出した。  

売払a 最低温度  

区 竜舎外   口   2  5   2  5   口  2  う  通路   
聖1  5  5  7 9   10    4  占  8   12   

12月下  －4．5  －1．1  －1、5  －1．0  －1．5  －0．9  －0．9 蓼     ／    －2．15   

1月上  －5．7  －1．0  －0．8  －0．7  －1．4  －0．る  －05     ／    －1．75   

中  i－5・9  －0．4  －0．1  －0．2  －D．5   －0．1  －0．1  －25  －25  －25  －1．る8   

下  －2＿2  1．2  1．7  2．2  －0．9  1．7  2．1  －05  －0．2  －02  －0．2   

2月 上  －5．占  －0．2  －0．5  一口．7  －D．占  －05  －0，8  －1．4  －1．2  －1．2  －0．9   

5月中il．2   4．る  4．る  5．0  5．8  48  5．2  2＿9  i2  5．5  5．1   

鼓（13） 最高温度  

区   舎外  口   2  5   2  5   ロ  2  5  「孟訂   

方、－聖  口   5  5  7   9  10  皿  4  占  8  112   
12月下  ♀0  125  12β  12．0■  12ム  15．5  15．5   ／   ／  ／／／1  †？1   

7る   1月上  74  1D．4  10月  童105  10ム  11．0  11・2   ／        巾  8．4  11．7  11．5  11．る  12．0  12．5  12．4  15．0  15る  14云  79   
下  11．8  15．8  15．8  15＿8  15．9  15．8  14．1  15．5  15．7  15．5  11．0   
2月上  1ロ，る  15．9  15．8  15．8  15．9  14．1  14．4  12．7  12．9  15．0  95   
t5月中  15．d  14フ  l14・4  14，4  14．4  14．占  14．8  15．2  15．5  15．る  12＿D   

ー112－   



12月の最低気温は，舎外と室内では約三度の寿があり，通路とは二度の差で，通路と案内  

では約一壁の差で．各室の同じ測点問では密度の高い方がやゝ囁い，1区では天井部と止り木  

上部では．天井部がやゝ噴かく，2区5区では止り木上部がやゝ噴かであった。各月共閉じ傾  

向であったが．大差ではなく，床上部ではほとんど同じであった。  

最高気温は，室内が通路や舎外より高く．舎外と通路では大差がなかった。各区の同一敵点   

部はほゞ同じで，室内では止り木上部が天井や床上邦よl）やゝ高い傾向であったが，大差では   

ない。   

自然環境下におけるこの程度の密度差では．最低温鮭で密度との関連傾向がやゝみられたが，  

：敏高気温ではほゞ同じようで縁休的にはほとんど差がないといえよう。  

4．要  約  

麿卵鞠を5．5ガ当リ10羽．15羽，2D羽．の基準で1毒12．1丁㌔に57羽，55羽．75   

羽を収容して，産卵，生活反乱環境楓産を凋意した結果ほ概ね次のようである。   

（11産卵成績  

産卵数は1区．2区，5区のJ蜘こやゝ良かったが，有意羞はなかった。  

産卵率ヘンデイでは1区がやゝ良く，2区3区はl司じようであり，へンノ、クスでは1  

区5区2区の順に良かったが大差さiない．  

平均卵寛は各！東武に同じようで，1［1羽当l）の酪卵葦亀は1区がやゝ良く，2区5  

区は同じようであ′〉た。  

（21飼料の熊取範及び飼料要求率  

摂取殿は華の大きさにつれ増加しているが．これは給租器の改善により是正されよう。  

要求率は従って1区2区う区の咽であった〔  

（3）健康状態  

生存率は1区5区は大差なく，2区がヤゝ凄かった。  

疾熟こは密度と開運した特別の傾向は認められなかった。   

（4】行  動  

妓合の壮齢ま，各区ともにつゝき鶏つゝかれ鶏は存在するが．病弱になった鶏カ；親合  

負けして行く。  

器具顆の利用は．鞘の習性や習慣あるいは好み等に注意して，スぺ一スのろでなく配  

置等に注意することが必要である。  
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（5ト糞便の快傑   

密度の増加がやゝ糞便の軟化の傾向が認められた？  

摘一 環堵温度  

夜間天井灘において対照区が試験区よりやゝ低く，また床上部及び止り木土率でもや、   

や低い隠何であったが，展開ではほとんどその差がなかった。  

以上の結果から・秋期から冬期にわたるるケ月間の成繚では，5・5ガ挙り20羽歩零する七＝  

とは可能と思われる。  
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